
＊＊Early Summer Concert＊＊ 
 

   ～薫風に誘われて～ 

 

A. Vivaldi : La Primavera  da „Le Quattro Stagioni“  (vn.pf. 9 min) 

A. ヴィヴァルディ：春“四季”より 

W.A. Mozart : Sonata per Pianoforte e Violino KV304 (vn.pf. 13 min) 

Allegro - Tempo di Menuetto 

W.A. モーツァルト：ピアノとヴァイオリンの為のソナタ ホ短調 KV.304 

♪ 

O. Respighi : Invito alla danza  (sop.vn.pf. 3 min) 

O.レスピーギ ：【舞踏への誘い】 

O. Respighi : QuattroLiriche dal PoemaParadisiaco di D’Annunzio 

O.レスピーギ ：【四つの抒情詩“楽園詩編”より】(sop.vn.pf. 18 min) 

1 : Un sogno（ある夢）  2 : La Naiade（ナイアデ） 

3 : La sera（夕べ） 4 : Sopra un’aria antica（昔の歌に寄せて） 

♪ 

★Intervallo（休憩）★ 

♪ 

J.S. Bach : Preludio e Fuga in do diesis minore BWV849 (pf. 6 min) 

J.S. バッハ：「平均律クラヴィア曲集・前奏曲とフーガ」第 1 巻 第 4 番 嬰ハ短調 

♪ 

J. Brahms : Sonata per Violino e Pianoforte nr.2 Op.100 

1. movimento –Allegro amabile (vn.pf. 9 min) 

J. ブラームス：ヴァイオリンとピアノのためのソナタ第 2 番イ長調 Op.100 第一楽章 

Pugnani- Kreisler : Preludio e Allegro  (vn.pf. 6 min) 

プニャーニ＆クライスラー：プニャーニのテーマによるプレリュードとアレグロ 

 

♪♪♪ 

UniDuo&Hideyo 

ヴァイオリン：マウロ・イウラート      ピアノ：ジュゼッペ・マリオッティ 

ソプラノ：南雲英代 

♪♪♪ 

２０1７年０５月２０日（土）午後１:３０ 

≪主催:一般社団法人佐保会（奈良女子大学同窓会） 会場:佐保会館２階ホール≫ 
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         マウロ イウラート Mauro Iurato ●ヴァイオリン 

 

トリノ生まれ。９才でエレナ・グイッツァルディ教授に学ぶ。トリノの“Ｇ．ヴェルディ”国立音楽院に

てマッシモ・マリン教授に師事し、1997年に最優秀成績で卒業、同時に「デ・ソノ」音楽協会により

奨学金を得て、フランコ・グッリ、コッラード・ロマーノ、サルヴァトーレ・アッカルドなどに師事する。

1998年にウィーン国立音楽大学に入学、ミヒャエル・フリッシェンシュラーガー教授のもとディプロ

ーマを取得。ストレーザ、トルトーナ、ビエッラ、ヴィットリオ・ヴェネトなど数々の国際コンクールで

優勝。その他、リサイタル、ソリストとしてオーケストラと共演。アンサンブルなどで広く成功を収め

てきた。2002年にミヒャエル・フリッシェンシュラーガー教授と「ラ・ヌオーヴァ・アルカ」音楽協会と

共にＷＴＶ（ウィーン・トリノ・ヴィルトゥオージ）国際室内楽団を結成している。2006年よりアンサン

ブル神戸のコンサートマスター、2007年より大阪フィルハーモニー交響楽団のゲスト・コンサート

マスターを務める。 

ヴァイオリンは 1690年ジョッフレード・カッパ作「コッラ・デッラ・キエーザ」弓はルッキ作。 

 

                

 

≪マウロ・イウラート氏所有のヴァイオリンについて≫ 

 

“コッラ・デッラ・キエザ ( Colla Della Chiesa )”と名づけられたこのヴァイオリンは、御歳なんと 320

歳、ピエモンテのサルッツォ（伝統木工家具の町として有名）出身のヴァイオリン職人ジョッフレー

ド・カッパ ( Gioffredo Cappa )（1652‐1717）製作です。彼は、クレモナのアマーティ工房で修行し

た後、生まれ故郷に戻り名ヴァイオリン職人として活躍しました。このヴァイオリンは、1690 年に製

作され、サヴォイ王家宮廷楽師でパガニーニ以前にこの人ありといわれた名ヴァイオリン奏者：ガ

エターノ・プニャーニ ( Gaetano Pugnani ) が所有していました。その後、トリノのコッラ・デッラ・キ

エザ伯爵家が所有し、修復の為に日本に持ってこられたところ、偶然、来日中のマウロ・イウラート

さんの目に留まりました。伯爵家の名を冠したこのヴァイオリンは、同じピエモンテ出身のすばらし

い奏者を、なんと日本で得たのです。この出会いが、300 年以上の時を超えて私たちに、そして未

来の人々に、ヨーロッパ伝統音楽の魅力を、生き生きと伝えてくれることでしょう。  

（Hideyo NAGUMO） 
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 ジュゼッペ マリオッティ Giuseppe Mariotti ●ピアノ 

 

幼い時からコンサート活動をはじめ、イタリアのピアチェンツァ音楽院でピアノ、オルガン、作曲を

学ぶ。1984年ウィーン国立音楽大学在籍以来、来日までの１９年間をウィーンに居する。ウィーン

国立音楽大学には６年間在籍し、ピアノ奏法をハンス・グラーフ教授のもとで研鑽を積み、ヨハ

ン・セバスチャン・バッハの作品から現代作曲家の作品までの幅広いレパートリーこなす卓越した

演奏家である。 また、ウィーンの古典音楽に特別な愛着を持ち、自身が所有する古典楽器で積

極的に演奏する。ソリスト、室内楽奏者、そして、声楽の伴奏者として、ヨーロッパ、アメリカ、ロシ

ア連邦、イスラエルで演奏活動を精力的に行い、ラジオ・テレビにも数多く出演、音楽出版の寄

稿家としても活動している。 2003 年よりウィーン国立音楽大学と学術交流協定を結んでいる徳

島文理大学音楽学部へ客員教授として、2007 年 4 月より同学部長として学生の指導にあたって

いる。 

                                         

南雲英代 Hideyo Nagumo ●ソプラノ    

 

大阪市出身。イタリア、トリーノ市Ｇ．ヴェルディ国立音楽院卒業。85－８７年より同音楽院教授助

手、プレミア“Boasso”受賞。内外の国際コンクール入賞の後、93 年より国立アレッサンドリア音楽

院協力員。 小松一彦指揮９３年、「蝶々夫人」。パオロ・フェッラーラ指揮：94「マノン・レスコー」，

95「トスカ」，96「蝶々夫人」，97 年にはシンフォニーホールにおける関西フィルハーモニー管弦楽

団「新春コンサート」に出演。いずみホールにてテレマン室内管弦楽団との共演を重ねる。 96 年

にはＦ．エルミーリオ作曲“オーケストラとソプラノのための交響曲”をポルトアレーグレ交響楽団と

初演公演（ブラジル・ポルトアレーグレ市「ブラジル‘96」参加作品）。現在、イタリアの国立アレッサ

ンドリア音楽院、ジェノヴァ大学、サンタ・リタ教会（トリーノ市）、イヴレア交響楽団“フィルハーモニ

ー・ジョーヴァネ”と定期的に演奏活動を行っている。ローマ・バチカンラジオ出演。レパートリーは

バロックから現代。オペラ、ドイツリート、室内楽アンサンブル、教会音楽へと広範囲にわたる。イタ

リアと日本を年に５～６回往復しつつ双方に在住。 

2009年『ザール・ブルンネン』プロデューサーに就任。イタリア音楽協会Ｌ.Ｓ.Ｎ.を主宰。 
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